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令和６年度第８回朝来市教育委員会 定例会議録 

 

１ 日  時 令和６年 11 月 22日(金) 

       開会 午前 10 時 30 分  閉会 午前 11 時 00 分 

 

２ 開会宣言 

 

３ 会議録署名委員の指名          （足立委員）（青田委員） 

 

４ 会議録の承認 

  令和６年度第７回会議録署名委員     （能見委員）（足立委員） 

 

５ 教育長報告 

 

６ 報告事項 

（１）令和６年度 冬季休業中の生徒指導について 

（２）学校業務改善実践に係るアンケートについて 

（３）教育委員会行事予定について 

（４）次回 第９回教育委員会の日程について 

      日時：令和６年 12月 20日（金）午前 10時 00分 

      場所：朝来市役所 本庁舎 ４０４会議室 

 

７ 閉会 
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８ 出席委員 教 育 長 小倉畑 祐貴 

       教育長職務代理者 青田  勉 

       委      員 足立  武裕 

       委      員 髙内  祥子 

       委      員 能見  愛子 

 

９ 出席職員 教育部長           田中  勉 

       教育委員会事務局次長 

兼学校教育課長        山本  喜裕 

       学校給食センター所長     藤本  宏子 

       学校教育課参事        福田  秀則 

       学校教育課主査        片岡  修 
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            朝来市教育委員会会議録 

令和６年度第８回定例委員会（令和６年 11 月 22日） 

開会  午前 10 時 30 分 

○ 小倉畑教育長 

  ただいまから、令和６年度第８回教育委員会定例会を開会いたします。 

 本日は、委員さん４名の出席です。 

 会議に出席する職員は、田中教育部長、山本教育委員会事務局次長兼学校教育課長、藤本

学校給食センター所長、福田学校教育課参事、片岡学校教育課主査の５名でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 次に、次第の３「会議録署名委員の指名」を行います。 

 会議録署名委員には、足立委員、青田委員にお願いいたします。 

 続いて、次第の４「会議録の承認」に移ります。 

 令和６年10月22日に開催しました令和６年度第７回朝来市教育委員会定例会の会議録は、

委員の皆様に事前に配付をしておりますが、何かお気づきの点はございませんか。 

 特に御意見ないようですので、前回の会議録は原案のとおり承認することに御異議ありま

せんか。 

（異議なしの声あり） 

○ 小倉畑教育長 

 それでは、第７回定例会議録の署名を、能見委員、足立委員にお願いいたします。 

（会議録署名） 

○ 小倉畑教育長 

 次に、次第５「教育長報告」に移ります。 

 事務局から報告いたします。 

○ 山本次長 

 資料説明 

○ 小倉畑教育長 

 報告が終わりました。何か御質問はございませんか。 

 ないようですので、教育長報告を終わります。 

 次に、本日の委員会では議事案件がありませんので、報告事項に入ります。 

 「報告（１）令和６年度 冬季休業中の生徒指導について」、学校教育課から報告いたしま

す。 
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○ 福田参事 

 資料の２、３ページを御覧ください。 

 冬季休業中の生徒指導ということで、毎年、朝来市教育委員会として、各学校に示してい

る文書となります。これをベースにして学校独自のものを幾つか付け加えますけれども、基

本的には、これを次回の校長会で伝えるという形になっております。 

 冬休みは年初めとなることから、これまでの振り返りや、「これからこういうことを頑張る

ぞ」というような目標を持つこと、また、お年玉をたくさんもらって、ちょっと心が大きく

なってトラブルに巻き込まれることのないよう指導します。開放感から生まれる生活の乱れ

や問題行動の発生が見られる時期でもありますので、そこに気をつけるようにという指導も

併せて行います。 

 また、これまでは、新型コロナウイルス感染症の対策を記載しておりましたが、インフル

エンザによる欠席の児童生徒が出てきた報告を受けておりますことから、感染症予防等健康

保持の指導を行うという書き方をしております。 

また、夏休みは部活動等で登校する場面もありますが、冬休みは家庭で過ごす時間が多く

なることから、保護者と子どもが触れ合う時間も多くなります。ぜひここで、家庭の教育力

を発揮していただきたいという思いから、文頭に「各家庭」という言葉を多く使っておりま

す。 

 冬の時期の但馬ならではだと思うのが、⑥「熊や猿等の野生動物との遭遇による被害から

子どもを守る」です。昨年度と比べますと現時点の報告件数は少ない状況です。情報提供が

あった場合、下校時の指導を指示しております。 

 簡単ではございますが、以上のような案で進めたいと思っております。お気づきの点、あ

るいは御意見等ございましたらお聞きいたしまして、修正したものを 12 月の校長会で各学

校に指示したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○ 小倉畑教育長 

 報告が終わりました。何か御質問はございませんか。 

 ないようですので、次に報告（２）に移ります。 

 「報告（２）学校業務改善実践に係るアンケートについて」、学校教育課から報告いたしま

す。 

○ 福田参事 

資料４、５ページになります。 

 こちらも、毎年、御報告させていただいております 10 月実施の業務改善のアンケートの結
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果を書かせていただいております。本市では、教頭会を朝来市の学校における業務改善の取

組を推進する組織と位置付けております。 

 まず、人数ですけれども、令和６年度は小学校が、県費教職員が約 150 人、中学校が 73 人。

臨時に関しましては小学校 34 人・中学校 14 人ということで、ほぼ例年と同じような数字に

なっております。 

 １番、２番で、超過勤務の時間、業務の持ち帰りの時間が、少しだけ減っています。残業

時間の大幅削減には至っておりませんが、教職員に「超過勤務をしないようにしよう」とい

う意識が大分定着してきたという思いがあります。次に、「超過勤務の原因」「業務改善した

いこと」、「業務改善を実感できたこと」についてです。 

 「超過勤務の原因」といたしましては、「職員用のＰＣが古い」「そもそもの業務内容が多

い」「人員が足りない」などです。そもそもの業務量の多さがかなりの負担になっております。 

 特に中学校のほうが超過勤務の時間が長くなっています。中学校は、部活動がその大きな

要因となっております。今後部活動の地域移行が進まないと、中学校の超過勤務の根本的解

決には至らないと考えております。 

そして、業務改善に向けて行っていきたいこととして、いろんな意見が出てきています。 

やはり、ＩＣＴ機器を活用することは便利ではありますが、精度が高過ぎて現在教職員に

支給しているパソコンでは時間がかかってしまい、ストレスになっているようです。 

 ７番「業務改善を実感できたこと」項目を今年度新たに付け加えました。教育長から、常

によいとこ見つけをしようという指示を受けておりますことから、付け加えました。 

 実際に、学校教育課と県が業務改善に向けて行った施策が、学校に業務改善につながった

という実感につながっていることが見える化されると、事務局としても自信になったりしま

す。この気持ちを学校現場にも感じていただきたい。教職員の頑張りが子どもにこういう良

い効果があったと実感できる取組を継続していきたいと考えております。 

 特にＩＣＴ機器を使うことがとても有効だと感じられていることから、職員のＰＣのスペ

ックをどうしていくかは大きな課題だと感じております。 

 それから、情報発信に活用しております「さくら連絡網」を各学校が工夫して有効に使っ

ていることが分かりましたのでこちらも継続していきたいと考えております。 

 教頭会が中心になって業務改善に取り組んでいますので、学校間で情報交換されています

ので、非常に有効なものが提供できたというふうに考えております。 

 それから、部活動の地域移行に向けて、部活動の終了時刻を今までよりも早くしています。

それをもう一段早くできないかなということが学校の声として上がっておりますので、こ 

れが、来年度に向けての今後の検討課題かなというふうに感じたところでございます。 
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 以上で、学校業務改善に係るアンケートについての報告を終わらせていただきます。 

○ 小倉畑教育長 

 報告が終わりました。何か御質問はございませんか。 

 足立さん、さっきの会議で、民生委員さんが学校から情報もらってるっておっしゃってる

のも、この「さくら連絡網」ですね。 

○ 委員 

 「さくら連絡網」です。 

○ 小倉畑教育長 

 大蔵小学校は学童とつないで情報共有したりとか、その連絡の手間を少し省くとか、そん

なことをペーパーレスでやったりとかいうことを取り組んでいるし、ほかの学校もされてる

ところあります。 

 ほかに何か。 

○ 委員 

 時間外の留守番電話のことがあったと思うんですけれども。どこかの学校が・・・。 

○ 福田参事 

 はい。 

○ 委員 

 全部されてるんですか。 

○ 福田参事 

 はい。 

○ 委員 

 はい。ありがとうございます。 

○ 委員 

  事務処理時間が負担としてあがっていますが、事務処理って、どんなものがあるんです

か。管理職はたくさんあることが予想できるが、教職員が行う事務処理はそんなにたくさ

んないと思われるが…。事務処理が本当に必要なのかどうかを見直す必要があるし、事務

処理のために教材研究ができないのは本末転倒なのではないかとも思う。 

○ 小倉畑教育長 

 ありがとうございます。 

 事務処理については、毎年高いですね。 

 お願いできますか。 
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○ 福田参事 

 業務改善したいところであったりとか、あと、「あなたの超過勤務の原因は何だと思います

か」に、多分、「事務処理が多過ぎる」とか、「県や市教委からの調査内容の見直し」という

ところがあると思います。 

 この「ＩＣＴ機器の活用等」がありまして、学校に下ろしているアンケート数は増えてい

ます。先ほどもあったように、「ＩＣＴのタブレットを使ってますか」というアンケートは、

うちが答えられないので、学校になります。 

 今まで、委員が言われたように、管理職で対応できるものは対応していますが、ずっと授

業を見ているわけではないので、やはり教職員が回答しないといけないアンケートが増えて

いるというのが一つです。 

 それから、これまで国・県・但馬教育事務所・朝来市教育委員会を経由して学校に依頼し

ていたのですが、オンラインにより国や県から学校に直接依頼が行くことがあります。それ

で増えた感があります。 

 で、もう一つが同じような理由で、関係機関から「こういうイベントに参加しませんか」

「どうやったら参加してくれますか」、等のアンケート関係が兵庫県教育委員会や朝来市教育

委員会から御了承いただいてますというメールやアンケ―トだと学校は協力しなければなら

ないと判断し対応するので、増えたと感じていると思われます。 

 以上です。 

○ 小倉畑教育長 

 よろしいですか。 

○ 委員 

 そういうことなら、拒否する方が良いと思う。 

○ 福田参事 

 それが叶うと学校は喜ぶと思います。 

○ 委員 

 問答無用で全部切ることはできないのでしょうか。業務負担が増えるだけだと思うが。 

○ 小倉畑教育長 

 そうなんですね。 

○ 委員 

 乱暴なことを言いました。 

○ 小倉畑教育長 

 いえいえ。貴重な意見でございます。ありがとうございます。 
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○ 小倉畑教育長 

 そしたら、このアンケートはよろしいですか。 

 蛇足ですけど、７番に「業務改善を実感できたこと」ということも、これ、現場からいろ

いろ上がってきた言葉で。先ほどの説明もありましたけども、列挙すると、たくさん認めて

くれてるんだなというところもありますし。これを踏まえて先生方もモチベーションにして

いただければなということを思いますけども、なかなかその辺は難しいところかもしれませ

んけど。そんな意図がありますし、委員さん方も、今年からこれがありますので、学校現場

はこういうふうなことを認識しているんだなっていうことも、また見ておいていただければ

なと思います。 

 それでは、続いて、報告の（３）に進みますが、よろしいでしょうか。 

 「報告（３）教育委員会行事予定について」、学校教育課から報告をいたします。 

○ 山本次長 

 それでは、報告（３）教育委員会行事予定につきまして説明させていただきます。 

 資料６ページ、別紙２を御覧ください。 

 本日から 12 月末までの予定を記載しております。主なもののみ説明させていただきます。 

 11月 23日、土曜日、竹田城跡ヘリテージ講座を開催します。 

 11月 24日、日曜日、第 20 回全国こども絵画選抜展 2024表彰式が開催されます。 

 学校訪問ということで、11 月 25 日の月曜日に竹田小学校、12 月５日の木曜日に和田山中

学校となっております。教育委員の皆様には大変お世話になりますが、よろしくお願いいた

します。 

 まちづくりフォーラムが引き続き開催されます。11 月 25 日、月曜日に糸井地域、11 月 26

日、火曜日に大蔵地域となっております。 

 11 月 27 日、水曜日、第２回教育長会議、永年勤続表彰但馬地区表彰式が豊岡市で開催さ

れます。 

 11月 28日、木曜日、１２月議会が始まります。 

 11 月 30 日、土曜日、但馬バンドフェスティバルが生野マインホールで開催されます。ま

た、第 58回小中学生作文・詩集「但馬の子ども」表彰式が豊岡市で開催されます。 

 12月３日、火曜日、第８回校長会を開催します。 

 12月９日の月曜日、10日の火曜日、11 日の水曜日に、議会の一般質問があります。 

 12月 13日の金曜日、16日の月曜日、19 日の木曜日に、校長ヒアリングを行います。 

 12 月 14 日、土曜日、少年少女オーケストラ定期演奏会が生野マインホールで開催されま

す。 
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 12月 20日、金曜日、第９回定例教育委員会を予定しております。 

 12月 24日、火曜日、12月議会の最終日となっております。 

 12月 27日、金曜日、仕事納めです。 

 以上で、「報告（３）教育委員会行事予定について」の説明とさせていただきます。 

○ 小倉畑教育長 

 それでは、報告は終わったんですけども、何か御質問等はございませんか。 

 11 月 23 日の竹田城跡ヘリテージ講座、これ、土曜日（祝日）ですけども、市民の方も行

っていいそうですので、ぜひ行っていただきたいです。何かヘリテージ講座、すごい格調高

い名前なんですけど、ファンクラブというか、この１年間に竹田城の発掘調査等で得た内容

等を報告する会だそうですので、ぜひ。お忙しいと思うんですけども、お時間取れるようで

したら、午後１時からですので。 

 ということですので、行っていただきたいなと思いますし、その日曜日の第 20回全国こど

も絵画選抜展というのは、絵画の朝来市のコンクールなんですけども、競争率が 15倍ほどあ

るそうで、15 倍は高いので、20回を区切りとして、来年度はもう少し何か改革を、もう少し

裾野を広げようかなという話を担当から聞いたんですけども。市長賞が枚田小学校のお子さ

んでしたけど、市内の子も含めて全国ですので、いろんな地域から応募されてるし、表彰式

にも遠くからも見えてるんじゃないかなとは思います。そのような式が、あさご芸術の森で

あります。 

 特に御質問ないようですので、次に進めさせていただきます。 

 今日、報告内容はこれで終わったんですけれども、各課から報告事項があったらお願いし

ます。 

○ 藤本所長 

学校給食センターから報告事項があります。座って失礼いたします。 

 資料はございませんが、口頭で報告いたします。 

 一般社団法人和食文化国民会議は、11 月 24日を「いい日本食」と読んで、「和食の日」と

制定し、11 月を「和食月間」と位置付けています。 

 平成 25 年に和食がユネスコ無形文化遺産に登録されたことを契機に、和食文化を次世代

に継承し国民全体でその価値を共有する活動が全国の小中学校に広がって、朝来市学校給食

センターは協力校として参加しています。 

 令和６年度は、本日 11 月 22 日、金曜日に「和食の日献立」の給食を提供します。メニュ

ーは、コウノトリ米ごはん、牛乳、鱈のみぞれがけ、切干大根のごま酢和え、呉汁の５品で

す。 
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 このあと 12 時 30 分から、当学校給食センター２階研修室で給食会をします。参加者は、

藤岡市長、天野副市長、小倉畑教育長、田中教育部長、そして、市は「オーガニックビレッ

ジ宣言」をし、学校給食に「コウノトリ育むお米」の導入に関して産業振興部と協力してい

るため、小田垣産業振興部長、平松産業振興部次長を招き、調理員と一緒に喫食します。 

 ホームページでも、「学校給食で和食に親しむ～だしで味わう和食の日～」というタイトル

で広報しています。また御覧ください。以上、報告します。 

○ 小倉畑教育長 

 ありがとうございました。 

 献立表にもそうやって明記がしてありますので、そういう日であるということです。よろ

しくお願いします。 

 では、その他に移りたいと思います。 

 次回教育委員会日程について、事務局から説明をお願いします。 

○ 山本次長 

 それでは、次回の日程でございますが、12 月 20 日の金曜日、午前９時から。場所は本庁

舎４０４会議室で開催しますので、よろしくお願いいたします。 

 次回の日程につきましては、以上でございます。 

○ 小倉畑教育長 

 それでは、次回の案内は今あったとおりで、４０４会議室で行うということです。よろし

くお願いいたします。 

 以上をもちまして令和６年度第８回教育委員会定例会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

閉会 午前１１時００分 

 

 

朝来市教育委員会会議規則第 17条の規定によりここに署名する。 
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